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暁 家
市内の各所では、街頭で行う見守りに加えて、散歩中や自宅周辺で行われる「ながら見守り」

など、民生委員や有志の方々が子どもたちの通学の安全を守っています。活動に参加される方々は、

揃いのベストやジャンパー等を身に着けて「おはようございます」「いってらっしゃい」「気を付

けて帰ってね」など、子どもたちに声掛けや安全誘導を行います。

たくさんの温かいまなざしに見守られながら、子どもたちは今日も元気に学校に通います。
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新
年
度
の
ご
挨
拶

本
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に

は
特
段
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
中
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
に
戦
々
恐
々
の
日
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
、
目
に
見
え
ぬ
も
の
に
対
す
る
恐
怖
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
会
で
も
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
、

地
域
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
お
茶
会
な
ど
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々
と
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
対

策
の
観
点
か
ら
、
行
事
の
中
止
あ
る
い
は
規
模
の

縮
小
に
伴
い
、
地
域
と
の
接
点
が
少
な
く
な
る
状

況
が
出
て
き
ま
し
た
。
地
域
で
活
勣
さ
れ
て
い
る

団
体
に
お
い
て
も
、
近
所
と
の
付
き
合
い
が
減
少

し
た
こ
と
で
、「
安
否
確
認
が
取
り
に
く
い
」
、「
話

し
相
手
が
い
な
く
て
寂
し
い
」
な
ど
、
地
域
で
も

活
動
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
世
帯
収
人
の
減
少
等
に
よ
り
、
生
活
困
窮

に
陥
る
世
帯
か
ら
の
相
談
が
急
激
に
増
加
し
、
こ

れ
ま
で
高
齢
者
か
ら
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
若
い
世
代
か
ら
の
相
談

社
会
福
祉
法
人
気
仙
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

斉

藤

典

夫

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
本
会
で
は
住
民
の
生
活
を

守
る
た
め
に
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
相
談
等
、

生
活
の
窮
状
を
訴
え
る
市
民
の
声
を
聴
き
、
可
能

な
限
り
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
日
常
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
当
た
り
前
の
日
常
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
で
は

こ
の
生
活
が
日
常
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
こ
の
現
状
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
役

割
を
果
た
せ
る
の
か
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
活
き
活

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
邁
進

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
も
多
く
の
関
係
機
関
や
関
係
者
の
皆
様

の
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
役
職
員
一
同
引
き
続
き

信
頼
と
期
待
に
沿
え
ま
す
よ
う
事
業
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
中
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
度
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
及
び
評
議

員
会
に
て
、
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
５
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ

こ
の
目
標
を
基
本
と
し
な
が
ら
各
種
事
業
（
次
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
）
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
つ
い
て
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
重

点

目

標

】

①

地
域
福
祉
活
動
計
画

の
推
進

剛

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の
担
い
手
育
成
強
化

②

地
区
社
協
等
の
活
動
支
援

即

災
害
公
営
住
宅
等
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
活
性
化
の
た

め
の
支
援

②

地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み

の
拡
充

剛

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
取
り
組
み

③

介
護
保
険
事
業

・
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事

業

へ
の
対
応

④

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
取

り
組
み

剛

支
え
合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
る
啓
発
活
動

②

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援

即

継
続
性
と
連
携
の
あ
る
つ
な
が
る
話
し
合
い
の
場

づ
く
り

㈲
フ
レ
イ
ル
予
防
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

⑤

組
織
体
制
改
革
と
経
営
基
盤

の
強
化

剛

組
織
体
制
へ
の
対
応

②

組
織
の
見
直
し
と
経
営
基
盤
の
確
立

２ １

・本吉支所生活相談所【場所･ 市社会福祉協議会本吉支所】

電話42-2231( 月曜日･9時30分～11時30分)でお受けしております。(祝日はお休み)
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主
な
事
業
内
容

１

法

人

運

営

事

業

・
理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
査
会
の
開
催

・
苦
情
解
決
責
任
者
及
び
第
三
者
委
員
の

設
置

・
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
適
時
開

催委
員
会
の
開
催

２

地

域

福

祉

事

業

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進

・
地
区
社
協
活
動
へ
の
支
援

・
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
推
進

・
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

提
供

・
本
吉
地
域
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

・
本
吉
地
域
ひ
ま
わ
り
会
交
流
事
業
の
開
催

・
子
育
て
支
援
交
流
事
業
の
開
催

・
高
齢
者
交
流
会
の
開
催

・
善
意
銀
行
の
運
営

・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
運
営

３

ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ

ー
の
運

営

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
相
談
、
調
整
事
業

・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、
研
修

会
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
等
の
活
動
支
援

４

福

祉

教

育

・
福
祉
教
育
活
動
費
補
助
金
交
付
事
業
の
実
施

・
敬

老

作

文

コ

ン

ク

ー
ル

事

業

５

資

金

貸

付

事

業

・
生

活

福

祉

資
金

貸

付

事

業

・
生

活

安

定

資
金

貸

付

事

業

６

援

護

活

動

・
火

災
に

よ

る
被

災

世
帯

に

対

す

る
見

舞

金

等

の

支

給
事

業

・
歳

末

た

す

け

あ

い

募
金

配

分

事

業

・
交

通

・
海

難

等

遺

児

に

対

す

る
就

学
支

援

費

の

支

給
事

業

７

生

活

支

援

・

障

害

福

祉

事

業

剛

在
宅
障
が
い
者

福
祉
事
業

・
障
が
い
者
福
祉
の

推
進
（
交
流
会
、

録
音
・
点
訳
サ
ー

ビ
ス
等
）

・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業

②

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業

・
多
機
能
型
事
業
所

の
運
営

・
生
活
介
護
事
業

・
共
同
生
活
援
助
事

業
・
居
宅
介
護
事
業

・
同
行
援
護
事
業

・
児
童
発
達
支
援
事
業

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業

・
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業

・
障
害
児
等
療
育
支
援
事
業

・
特
定
相
談
支
援
事
業

③

地
域
生
活
支
援
事
業

・
訪
問
入
浴
事
業

８

在

宅

福

祉

事

業

剛

在
宅
福
祉
事
業

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

住民懇談会
・
在
宅
ふ
れ
あ
い
型
交
流
事
業

・
安
否
確
認
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
介
護
機
器
貸
出
事
業

②

指
定
介
護
保
険
事
業

・
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
訪
問
介
護
事
業

・
訪
問
入
浴
介
護
事
業

・
指
定
通
所
介
護
事
業

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

・
福
祉
用
具
貸
与
事
業

・
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業

９

日

常

生

活

自

立

支

援

事

業

・
ま
も
り
Ｉ
ぶ
事
業

1 0

市

受

託

事

業

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

・
生
活
援
助
員
（
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
事
業

（
西
地
区
高
齢
者
相
談
室
）

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

あなたのやさしさちょこっとおすそ分け見守りﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 講座

グループ ホーム桑の実

業
（
鹿
折
・
唐
桑
地
域
、
本
吉
地
域
）

・
生
活
支
援
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

・
家
族
介
護
者
教
室
事
業

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
気
仙
沼
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

・
気
仙
沼
市
唐
桑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営

・
気
仙
沼
市
福
祉
の
里
野
外
施
設
管
理
運
営

1
1

団

体

事

務

・
気
仙
沼
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

・
本
吉
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
連
絡
協
議
会

・
気
仙
沼
市
共
同
募
金
委
員
会

・
気
仙
沼
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

・
気
仙
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
本
吉
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
本
吉
町
遺
族
会

・
気
仙
沼
市
本
吉
地
区
小
規
模
法
人
連
携

事
業
協
議
会

・ふれあい相談センタ ー【場所･ 市社会福祉 協議会本所】

電話22-0709( 月･火･水･金･9時~15時)でお受けしております。(祝日はお休み)

｢心配ごと｣

｢困りごと｣ の相談は…

13
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桧 皿・人気仙沼市社会福祉協議会令和３年度 資金収支予算書

（自）令和３年４月IEﾖ　 （至）令和４年３月３１曰

勘　定　科　目　　　　 予　算　額

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収

入

会費収入　　　　　　　　　 ８,１２６,０００

寄附金収入　　　　　　　　　 ５１２,０００

経常経費補助金収入　　　 ５２,０７６,０００

受託金収入　　　　　　　１５９,０７８,０００

貸付事業収入　　　　　　　　　１９２,０００

事業収入　　　　　　　　　　２,４３７,０００

負担金収入　　　　　　　　　 ４００,０００

介護保険事業収入　　　　３８２,２４０,０００

就労支援事業収入　　　　　 ８,０９８,０００

障害福祉サービス等事業収入　１８６,５４２,０００

受取利息配当金収入　　　　　 １９,００００

その他の収入　　　　　　　　１,９１２,０００

事業活動収入計O ）　　801,632,000

支

出

人件費支出　　　　　　　５６３,８２６,０００

事業費支出　　　　　　　１３２,３２７,０００

事務費支出　　　　　　　　84,491,000

就労支援事業支出　　　　　8,098,000

貸付事業支出　　　　　　　　　２５０,０００

助成金支出　　　　　　　　5,696,000

負担金支出　　　　　　　　　 ５９３,０００

その他の支出　　　　　　　　　940,000

事業活動支出計（2）　　796,221,000

事業活動資金収支差額(3)＝剛－(2)

5,411,000

｢福寿荘の集い｣が
｢いきいき福寿草｣に

(単位 ：円)

勘　定　科　目　　　　 予　算　額

畿
謳
鴛
恚
娶

収入 施設整備等収入計（4）　　　　　　　　0

支

出

固定資産取得支出　　　　　　 ７３２,０００

ﾌｱｲﾅﾝｽ 丿-ｽ 債務の返済支出　　３,０７９,０００

施設整備等支出計 ㈲　　　　３,８１１,０００

施設整備等資金収支差額 ㈲＝(4卜 ㈲
▲ ３,８１１,０００

その

他の
活

動
に
よ

る収
支

収

入

積立資産取崩収入　　　　 ６５,９８８,０００

事業区分間繰入金収入　　　 ５,０００,０００

拠点区分間繰入金収入　　Ｕ フ,１５４,０００

サービス区分間繰入金収入　　　 ３０４,０００

その他の活動による収入　　 １,３５５,０００

その他の活動収入計（ﾌ）　189,801,000

支

出

積立資産支出　　　　　　　６１,４４９,０００

事業区分間繰入金支出　　　 ５,０００,０００

拠点区分間繰入金支出　　１１７,１５４,０００

サービス区分間繰入金支出　　　 ３０４,０００

その他の活動による支出　 ２２,１３３,０００

その他の活動支出計（8）206,040,000

その他の活動資金収支差額(9)＝(ﾌ)づ８)
▲ １６,２３９,０００

予備費支出 ㈲　　　　　　　　　　　　 ０

当期資金収支差額合計 ㈲＝(3)刊6)十㈲－㈲

▲14,639,000

前期末支払資金残高 ㈲　　　　　１４１,７３８,９７９

当期末支払資金残高 ㈲十㈲　　　１２７,０９９,９７９

本会が市から指定管理を受け運営していた、気仙沼市老人

福祉センター「福寿荘」が令和３年３月31 曰をもって閉館と

なりました。

４月からは、福寿荘で実施していた集いなどの事業を、生

きがい活動支援通所事業として市から受託し、市民福祉セン

ター「やすらぎ」（鹿折）を拠点に､「やすらぎ」･公民館等で事業

を実施しています。馴染みのある 「福寿荘」という響きを残

し、漢字を変え『いきいき福寿草』の名称で実施しています。

福寿荘にあった事務局も「やすらぎ」内に移り、電話番号

の変更もありません。

職員一同、利用者さんの生きがいや交流等の支援に努めて

まいりますので、これからもよろしくお願いいたします。

（いきいき福寿草　電話23-1022 ）

フードドライブ運動を

支援しています
市民有志の団体「フード バンク気仙沼」では、

家庭で余っている食品を必要な人に届ける「フー

ドドライブ」運動を展開しています。

米、乾麺、缶詰、レトルトなどで、賞味期限が

１ヵ月以上残っていて、常温保存が可能なものを

受け付けており、開封済みのものや生鮮食品、酒

類は対象外です。

本会でも玄関正面奥に、３月から回収ボックス

を常設で設置し、市民団体の活

動を支援しています。

家庭で眠っている食材があり

ましたら、提供お願いします。

全国の介護サービス事業所の情報を見ることができます。

介護サービス情報公表システム　http  / ｗｗｗ.ka190kenｓakｕjp/
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日 常 生 活 自 立 支 援 事 業

日常生活自立支援事業とは、高齢者や障がいのある方々が、住み慣れた地域で安

心して自立した生活が送れるように、福祉サービスの利用手続きや、生活費など

の日常的な金銭管理のお手伝いをし、その生活を支える事業です。

福祉サービスの

孚続きがわかLらない…

１

循

市口所かLら送忖さ痢る

書類の内容が

よくわかLらない…

言 てご 之

お全や通帳を

片忖けた場所をよく応痢７

しまうかLら逢ヽ配…

計画哨に

お全を使いたいけ痢とぞ

うまくいかない…

循
気仙沼・南三陸地域福祉サポートセンター

〒988-0066気仙沼市東新城２－１－２
気仙沼市社会福祉協議会内
電話23-1 1 82　FAX 22-4467

O 金 銭管理 サービ ス〈オプション〉　　　　 ｀II
－

生活に必要なお金の出し入れや、公共料金等の支払いをお手伝いします。

Ｏ あ ずかり サービ ス〈オプション〉

通帳や印鑑など、大切な書類を安全な場所でお預かりします。　　　　

ｊ

どんな人が利用できるの？

・認知症や知的・精神障がいなど

により福祉サービスの利用やお

金の管理など暮らしの中で不安

のある方。

・判断するとき支援が必要な方聚l,之

・｢まもり一ぶ｣の契約内容を理

解できる方。

・｢まもり一ぶ｣の利用意思がある方。

15

一
　
　

Ｃ

○

○

○

○

全国の障害福祉サービス事業所の情報を見ることができます。

障害福祉サービス等情報公表システム　https://ｗｗｗ.ｗam.9０j p/sfkohyｏｏut/COP000100E0000.d ｏ
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。
支 戈 合L1 の 地 域 ゴ 〈 り を 推 進 し ま す､

―

滉 ﾄﾞ 几 氷 か申氷 細ﾘ 肺 糾 糾 面4 鱒

本会は、気仙沼市よリ生活支援体制整備事業を受託し、支え合いの地域づ＜リに取リ組んでい

ます。この事業は、高齢者等の社会参加、生きがいづ＜リ、身近な地域での介護予防の場づ＜リ

をすすめ、住み慣れた地域でつながリを持ち暮らし続けられるよう、地域住民の皆さんが主体と

なった助け合い・支え合いの活動ができる「地域づ＜リ」に取リ組むものです。

その推進･調整役を担うのが、「地域支え合い推進員」です。今年度よリ、市内16地区社協圈域

毎に本会職員９人を専任の「地域支え合い推進員」として配置しました。

地域団体や関ｲ系の皆様、そして住民の方々と一緒に 地域の支え合い活動が推進するよう取リ

組んでまいリます。どうぞよろしくお願いいたします。

（
※
撮
影
時

の
み
マ

ス
ク
を
外
し

て
い
ま
す
）

地域での見守リや

支え合い活動を

一緒に考えます！

地域 の支 え合 い活 動

「お宝 」情報を 収集 ・

紹介し ます ！

いつでも

お声がけください。

「ワイワイ・

ガヤガヤ」と

地域のことを

楽しく話し合う

場づくりの

お手伝いします！

電話:22-0709( 社協代表)

直通電話:22-0722

６ １

気仙沼市地区
赤十字奉仕団 四ツ葉会の研修会が開催されました
３月13日（土）本吉公民館にて、気仙沼市地区赤十字奉仕団四ツ葉会が新型コロナウィルス感染症につ

いて研修会を行いました。

感染対策への取リ組みについての意見を交わし､「コロナの

関係で事業が思うようにできなかったが、竹月に感染対策に

十分配慮した上で高齢者へおはぎの配達を行つた。」「この事

業を待つている方もおリ、御礼の言葉や電話を頂き、大変喜

ばれた。実施して良かった。」との声が聞かれました。

会長の大内さんは「早く四ツ葉会として、楽しく活動がで

きる日が来ることを願つてます」とお話しされていました。

気仙沼市社協オリジナルマスコツトキヤラクター

デザインまだまだ募集中!!!
本会を［地域の皆さんにもっと知つてもらいたい 川「身近に感じてもらい

たい 目 という思いと、更なる地域福祉の推進を図るため、地域の皆さんに

愛されるようなマスコツトキャラクターのデザインを大大大募集中リ

【応募締切】令和3 年5 月31 日　 に‰‰回。昌 撰沁。

詳しくは、ホームページから募集要項をご覧いただくか、本会(電話22-0709) までお問合せください。
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コロナ禍でみんなどう過ごしていますか？

お便しﾉが生活のヒントと地域のつながしﾉに

後 沢 ２区( 松 岩 地区) 婦 人 部 による お便り 発行

地域で取リ組まれているお茶のみなどの交流の場や、生きがい活動なども自粛を余儀なくされています

が、後沢２区婦人部では、行事を持たない代わリに、地域でのつながリが持てるような何かができないだ

ろうかと話し合い、去る竹月に自治会内に向けて「婦人部 １

便リ」（回覧）を発行しました。

各班の班長が日々の生活について気になっていることや

取リ組んでいることなどを写真も交えながら伝えておリ､と

てもほっこリする内容になっています。

お便リ発行当時、婦人部長だった廣野さんは「作成にあ

たっては、自治会副会長さんから紙面のレイアウトなど、た

くさん協力をもらい、とても良いものができた。」とお話しさ

れていました。
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コロナで何もできないと諦めずに、何かできるのではとみんなで知恵を出し合うことで

新たな取リ組みが生まれるかもしれません。

ぜひ一歩前に踏み出してみましょう。市社協も一緒に考えていきますのでお気軽に声を

かけてください。

［ヘルプカード］を

ご存じですか ？

ヘルプカードは、外出先で困つた時や緊急時に

必要な手助けや配慮を周囲の人に伝えるための北JIま､jdヽJj=ｙJｕ ｒ 日ｂ鵡ｓ'(!.jｑjFTlｕノノｘlｔ-|.£ｘ／｜-゛iい/4- リ゚ ｙ゙　 ｘこ.ｙ .゙ 1罵ll!防遷会翁
迦鴫711

－ ”Qa 々al

ｙ 八

障 が い の あ る 方 や 高 齢 者 だ け で な く 、 見 た 目 に　　　　dflS　　　　　　 ¶゛゙
・●●●●｢
・l　　　　｣

・･ﾔ・1・.･

は 分 か ら な い 持 病 の あ る 方 や 妊 婦 さ ん な ど 必 要 な　j　l=j　　　
戈 μ ゛

Ｓ

方 は ど な た で も 携 帯 で き ま
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甘 ぬ　
【配 布 先j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

プルタブの受付は終了しました。プルタブはアルミ缶と一緒にリサイクルをお願いします。
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気仙沼市社協地域支え合い活動推進モデル地区社協　活動報告

大谷地区r大谷ａ 浜沁域振興き」
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ご存じですか? あなたの身近な相談相手[ 民生委員・児童委員]

地域福祉をサポートする身近な相談相手です

社会福祉の増進のために、地域住民の立場から生活全般に関する相談・援助活動

を行つています。

地域社会のつなが０が薄くなっている今曰、子育てや介護の悩みを抱える人や、

障がいのある方・高齢者などが孤立し、必要な支援を受けられないケースがあ０ます。そこで、民生委員・児童委員が

地域住民の身近な相談相手とな０、支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めます。

匹 七ヽ14911111!

lyJF 

I　 ≒ ：

１ ４ ４ ４

･ 障がい者のいる世帯　　　 ．各世帯が必要としてい

・生活に困窮している るサービスについて情

ゑ 謡T,IS ら
。

･妊産婦のいる世帯　　　　･各種相談
・母子・父子世帯

・その他の世帯

・見守り支援

・福祉サービス利用支援

(在宅福祉、生活費、

子育て支援等)

地
域
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

。　 ‾　　　　電１脇謳 畠 ●
ｓ　　　　　

・市町村

j_＿＿・　 ・福祉事務所

⇔

4･ 福祉事務所
!1111 ･ 社会福祉

主　　　　　　　　協議会

任　　　　　　　･児童相談所
星　　　　･

保健所
ﾖ§　4 ●4 ･ ｎ ｎ

ｌ会

員　　　　　　　･学校

加 ⇒･ 保育所
－

･医療機関

など

民 生 委 員･｡児 童 委 員

民生委員･ 児童委員には守秘義務があ０ます。また個人の人格を常に尊重することも義務付けられています。悩みや

困０ごとがあ０ましたら気軽に民生委員・児童委員にご相談＜ださい。

市内には現在170 人の民生委員・児童委員が活動しています。お住いの地域担当の委員を知りたい場合は、本会まで

お問い合わせください。（気仙沼市民生委員児童委員協議会　電話22-0709 ）

ご意見・ご感想など、お待ちしています。

TEL0226-22-0709 ／FAX0226-22-4467　E-mail : ke ｓhakyｏ＠ｗａtch.ｏｃｎ.ｎｅjp ダ
この広報紙は｢ 赤い羽根｣

共同募金の配分等によ っ

て作成し ましたO
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